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 第 4 章では、「二段階の信頼生成過程」が作動するために必要な要因を探求するために、信頼ゲー
ムを発展させた取引ゲームを用いた実験室実験を行った。実験結果から、高信頼者は逸脱者に対して
強い不公正感を抱くことにより逸脱者へサンクションを多く加える傾向があることが明らかになっ
た。 
 本論文の結論部である第５章では、各章の要約をした上で、信頼生成過程における中間集団の重要
性を指摘し、「二段階の信頼生成過程」の意義を確認した。 
 本論文は「信頼の解き放ち理論」に対する根本的な懐疑を提示し、自ら行った社会調査と実験室実
験のデータの厳密な統計的分析と理論的考察により、上記の興味深い知見を得た。よって、本論文の
提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
